
就 学 手 続 き の 流 れ 

                               ※丸数字は手続きの順序を示す。 

 

（１）特別支援学校への就学手続き（新学齢児、小・中学校からの転学） （施行令第 11～15条） 

 

 

 

 

 

（２）特別支援学校から小・中学校への就学手続き  

   ※以下に示す２通りの手続きがあり、それぞれ使用する様式が異なるので留意すること。 

 

 ア 視覚障害者等でなくなったもので、小・中学校へ転学する場合（令第６条の２） 

 

 

 

 

 イ 視覚障害者等で小・中学校に就学することが適当であると思料する場合（令第６条の３） 

 

 

 

 

   （ ……は、市町教育委員会が、特別支援学校に引き続き就学させることが適当であると 

     判断した場合 ） 

 

（３）特別支援学校から特別支援学校への転学手続き （令第１６条） 

 

 ア 他の市町への住所変更を伴わない場合 

 

 

 

 

 

  

イ 他の市町への住所変更を伴う場合 

 

 

 

 

 

 

保護者 市町教育委員会 県教育委員会 特別支援学校長 

②２号 

①１号＋学齢簿 

②３号 ②４号 

特別支援学校長 県教育委員会 市町教育委員会 保護者 

①７号 ②８号 

特別支援学校長 県教育委員会 市町教育委員会 保護者 

①１２号 ②１３号 

③１４号 ④１５号 

市町教育委員会 

保護者 在籍特別支援学校長 県教育委員会 

指定特別支援学校長 

①10号その１ ②10号その１＋10号その２ 

③転学通知書 

③転学通知書 

③転学通知書 

保護者 在籍特別支援学校長 県教育委員会 

指定特別支援学校長 

③転学通知書 

③転学通知書 

③転学通知書 

新住所の市町教育委員会 

 

④１号＋学齢簿 

①10号その１ ②10号その１＋10号その２ 

④６号 

③６号 



（４）区域外就学手続き  

 ア 本県の児童生徒が、他の都道府県が設置する特別支援学校に就学する場合 

（施行令第１７条、第１３条の２） 

 

  ◆区域外都道府県等教育委員会の承諾書がある場合（法令上の手続き） 

 

 

 

 

 

 

  ◆区域外都道府県等教育委員会の承諾書がない場合（便宜上の手続き） 

 

                      

     

 

 

 イ 市町教育委員会が特別支援学校への就学が適当と判断した児童生徒が、他の市町等が設置する小

中学校に就学する場合（令第９条、第１３条の２） 

 

 

 

 

 

 

 ウ 特別支援学校への区域外就学が終了した場合（令第１８条） 

 

  ◆他の都道府県が設置する特別支援学校への区域外就学が終了した場合  

 

 

 

 

   ※終了後は、市町教育委員会において改めて、当該児童生徒が特別支援学校へ就学することが適

当であるか否かの判断を行う。 

 

  ◆山口県立特別支援学校への区域外就学が終了した場合（住所は他の都道府県） 

 

 

 

 

 

保護者 
住所の存する 
市町教育委員会 

山口県 
教育委員会 

区域外都道府県
等教育委員会 
教育委員会 

国立大学法人 
教育学部附属 
特別支援学校長 

①９号 

②参考様式１＋承諾書 ③５号 

入学許可証 

承諾書 

保護者 
住所の存する 
市町教育委員会 

山口県 
教育委員会 

区域外都道府県
等教育委員会 
教育委員会 

就学する 
学校 

①９号 
②参考様式２＋９号 ③承諾願 

承諾書 承諾書 承諾書 

保護者 
住所の存する 
市町教育委員会 

山口県 
教育委員会 

区域外市町等 
教育委員会 
教育委員会 ①９号 ③参考様式１＋承諾書 ④５号 

②承諾書 

区域外 
特別支援学校 

住所の存する 
市町教育委員会 

山口県 
教育委員会 

山口県立 
特別支援学校 

住所の存する 
市町教育委員会 

山口県 
教育委員会 

①通知 
②参考様式４＋通知（写） 

①11号 

①参考様式３ 


